





経済研究所 / Institute of Developing












































































































































































































































50 パーセント，製造装置が 23 パーセントで
あった［韓国半導体産業協会 2012, 219］。LCDの
場合，ディスプレイ・バンクの資料によると，



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































その後，2006 年 3 月には「大・中小企業相
生協力促進に関する法律」が制定されたのに続
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ら 1億 5000 万ドルの投資を誘致することに成
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2004 年 7 月の「中小企業競争力強化総合対策」













2005a; チュ・ヒョン 2007, 5-6］。



































会」は，サムスン電子のLCD部門が 2012 年 4 月
に分社化したことを契機に，「協星会」から分離
された。一方，LGディスプレイの「ベスト・ク









































































































































































문대규［ムン・テギュ］2009. 「디스플레이 부품・ 
소재산업 현황 및 발전방안」［ディスプレイ部 
品・素材産業の現況および発展方案］『부품・ 
소재산업 동향과 이슈』［部品・素材産業動向 
とイシュー］9 （1）63-82．




산업자원부［産業資源部］2003. 「획기적인 일본 
부품 소재 기업 투자유치 방안 마련」［画期的な 
日本部品素材企業の誘致方案準備］보도자료 
［報道資料］6 월 27 일［6月 27 日］．
――― 2004a.「“반도체・디스플레이 ”, “장비・ 
재료” 동반성장 원년으로」［“半導体・ディス 
プレイ”，“装置・材料”同伴成長元年に］보 
도참고자료［報道参考資料］3 월 25 일［3月 25
日］．
――― 2004b. 「첨단기업 투자유치로 대일역조 개선 
가능성 보여」［先端企業の投資誘致で対日逆調 
の 改 善 可 能 性 見 え ］ 보 도 자 료［ 報
道資料］9 월 16 일［9月 16 日］．
――― 2005a. 「대・중소기업 상생협력강화방안」 
［大・中小企業相生協力強化方案］．
――― 2005b. 「――산 자 부 차 관 일 본 방 문―― 
수요기업 주도형 부품소재 투자유치설명회 개
최」［――産資部次官日本訪問――需要企業主
導型の部品素材投資誘致説明会の開催］ 
보도자료［報道資料］6 월 11 일［6月 11 日］．
――― 2005c. 「 최 근 대 기 업 의 중 소 기 업 지 원 
움직임이 크게 확대되고 있는 것으로 나타나」 
［最近大企業の中小企業支援の動きが大きく拡
大しているものと表れ］보도자료［報道資料］ 
7 월 5 일［7月 5日］．
――― 2005d. 「동반성장을 통한 선진산업강국 실 
현」［同伴成長を通じた先進産業強国の実現］．
――― 2006. 「‘반도체 디스플레이 상생협약’……
2015 년 장 비 국 산 화 율 50 ％ 달 성 목 표 」 
［‘半導体・ディスプレイ相生協約’……2015
年の装置国産化率 50 パーセント達成目標］ 
보도자료［報道資料］11 월 16 일［11 月 16 日］．








송위진［ソン・ウィジン］2004. 「추격에서 선도로： 
脫 추 격 체 제 의 기 술 혁 신 특 성 ―― 한 국 





ン］2006. 「 脫 추 격 체 제 에 서 부 품 업 체 의 













――― 2012b. 9 月 5 日，日系半導体製造装置コン
ポーネント企業の韓国現地法人の関係者への
筆者のインタビュー.
――― 2012c. 9 月 7 日，日系LCD部材企業の韓国
現地法人の関係者への筆者のインタビュー.
――― 2012d. 9 月 7 日，日系半導体・LCD部材企
業の韓国現地法人の関係者への筆者のインタ
ビュー.
――― 2012e. 9 月 24 日，日系半導体・LCD製造装
置企業の韓国現地法人の関係者への筆者のイ
ンタビュー.
――― 2012f. 9 月 25 日，韓国系半導体・LCD部材
企業の関係者への筆者のインタビュー.
――― 2012・2014. 2012 年 9 月 5 日，2014 年 4 月
6 日，日系半導体・LCD製造装置企業の韓国現
地法人の関係者への筆者のインタビュー.
――― 2013a. 6 月 11，13 日，韓国系LCD企業の関
係者への筆者のインタビュー.
――― 2013b. 8 月 2 日，韓国系LCD企業の関係者
への筆者のインタビュー.













（熊本大学法学部教授，2013 年 2 月 20 日受領，




이 공 래 외［ イ・ ゴ ン レ ほ か ］2008. 『 한 국 
선도산업의 기술혁신경로 창출능력』　［韓国先 









업의 형상과 각 사 전략」［韓国半導体産業の 
現状と各社の戦略］『월간 반도체・FPD』［月 
刊半導体・FPD］（2 월호）［2月号］2-23．
주 현［ チ ュ・ ヒ ョ ン ］2007. 「 대・ 중 소 기 업 




報ディスプレイ技術開発事業団］2007． 「제 2 
회 디스플레이 국가연구개발사업 총괄 워크샵 
개최계획」［第 2回ディスプレイ国家研究開発 
事 業 総 括 ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 計 画 ］ 
문서번호：디스플레이 -07-13　［文書番号： 
ディスプレイ-07-13］3 월 13 일［3月 13 日］．
참여정부 국정브리핑 특별기획팀 지음［参与政府国 
政ブリーフィング特別企画チーム編］2009. 




『반도체, 신화를 쓰다』［半導体，神話を綴る］ 
한국반도체산업협회［韓国半導体産業協会］．
Amsden, Alice H. 1989. Asia̕s Next Giant: South Korea 
and Late Industrialization. New York: Oxford 
University Press.
〈インタビュー〉
インタビュー 2012a. 9 月 4 日，日系半導体・LCD
